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国
家
公
務
員
法
第
十
七
条
で
い
う
人
事
行
政
に
関
す
る
事
項
の
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
家
公
務
員
法
第
三
条
第
二
項
は
「
人
事
院
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
」
、
「
分
限
、
懲
戒
、
苦
情
の
処
理
、
職

務
に
係
る
倫
理
の
保
持
そ
の
他
職
員
に
関
す
る
人
事
行
政
の
公
正
の
確
保
及
び
職
員
の
利
益
の
保
護
等
に
関
す
る
事
務
を
つ
か

さ
ど
る
」
と
規
定
さ
れ
、
同
法
第
十
七
条
で
「
人
事
院
又
は
そ
の
指
名
す
る
者
は
、
人
事
院
の
所
掌
す
る
人
事
行
政
に
関
す
る

事
項
に
関
し
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
上
で
、
同
条
第
二
項
で
「
人
事
院
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者

は
、
同
項
の
調
査
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
証
人
を
喚
問
し
、
又
調
査
す
べ
き
事
項
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
書
類

若
し
く
は
そ
の
写
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
同
条
第
三
項
で
、
「
人
事
院
は
、
第
一
項
の
調
査
（
職
員
の
職
務
に

係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
調
査
の
対
象
で
あ
る

職
員
に
出
頭
を
求
め
て
質
問
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
に
、
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
場
所
（
職
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
場
所
を
含
む
。
）
に
立
ち
入
ら
せ
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

国
家
公
務
員
法
第
十
七
条
で
い
う
人
事
行
政
に
関
す
る
事
項
の
調
査
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
確
認
し
た
い
の
で
、
以
下

質
問
す
る
。

一



一

こ
れ
ま
で
国
家
公
務
員
法
第
十
七
条
で
い
う
人
事
行
政
に
関
す
る
事
項
の
調
査
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
政
府
の

見
解
如
何
。

二

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
の
衆
議
院
人
事
委
員
会
で
国
家
公
務
員
法
の
改
正
に
つ
い
て
、
「
最
も
重
要
な
動
機
は
、

申
す
ま
で
も
な
く
去
る
七
月
二
十
二
日
付
内
閣
総
理
大
臣
あ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
書
簡
で
あ
り
ま
す
」
「
そ
の
書
簡

は
、
勤
労
を
公
務
に
さ
さ
げ
る
も
の
と
、
私
的
企
業
に
従
う
も
の
と
の
間
に
は
、
顕
著
な
区
別
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
」
と

し
た
上
で
、
「
政
府
職
員
に
課
せ
ら
れ
た
特
別
の
制
限
」
を
設
け
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
を
担
保
す
る
も
の
と
し

て
、
「
不
偏
不
党
、
い
か
な
る
勢
力
の
制
肘
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
厳
正
公
平
な
人
事
行
政
を
行
う
」
た
め
に
、
人
事
院

が
創
設
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
人
事
院
の
発
足
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
を
契
機
に
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
人
事
院
は
存
続
し
て
お
り
、
そ
の
業
務
は
多
様
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
人
事
院
の
業
務
は
、

創
設
当
初
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
で
提
起
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
政
府
職
員
に
課
せ
ら
れ
た
特
別
の
制
限
」
に
関
わ
る
も
の
の

み
な
ら
ず
、
国
家
公
務
員
の
「
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
そ
の
他
職
員
に
関
す
る
人
事
行
政
の
公
正
の
確
保
」
も
含
ま
れ
る

と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

国
家
公
務
員
が
国
家
公
務
員
法
第
九
十
八
条
で
い
う
「
職
員
は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
つ
い
て
、
法
令
に
従
い
、
且

二



つ
、
上
司
の
職
務
上
の
命
令
に
忠
実
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
基
づ
き
、
上
司
の
命
令
で
行
政
文
書
の
書
き
換
え
を

命
じ
ら
れ
た
場
合
、
「
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
」
の
た
め
国
家
公
務
員
法
第
十
七
条
で
い
う
人
事
行
政
に
関
す
る
事
項
の

調
査
対
象
に
な
り
得
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

財
務
省
が
三
月
十
二
日
に
公
表
し
た
「
決
裁
文
書
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
」
で
は
、
「
昨
年
二
月
に
本
件
が
国
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
以
降
、
昨
年
二
月
下
旬
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
財
務
省
理
財
局
に
お
い
て
」
、
「
決
裁
文
書
に
つ
い
て
、
書

き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
」
さ
れ
た
。
か
か
る
事
案
は
、
「
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
」
を
著
し
く
損
な
う
も

の
で
あ
り
、
当
事
者
で
あ
る
財
務
省
自
ら
が
調
査
を
行
う
の
で
は
な
く
、
国
家
公
務
員
法
第
十
七
条
第
三
項
で
い
う
「
人
事

院
は
、
第
一
項
の
調
査
（
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
し
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
調
査
の
対
象
で
あ
る
職
員
に
出
頭
を
求
め
て
質
問
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者

に
、
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
場
所
（
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
場
所
を
含
む
。
）
に
立
ち
入
ら
せ
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
必

要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
に
基
づ
き
、
人
事
行
政
に
関
す
る
事
項
の
調

査
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


